
令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 国 語 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1学年 
第 2学年 
第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

国語 105、国語 106 
国語 205、国語 206 
国語 305、国語 306 
国語 405、国語 406 
国語 505、国語 506 
国語 605、国語 606 

ひろがることばしょうがくこくご一上、ひろがることばしょうがくこくご一下 
ひ ろ が る こ と ば 小 学 国 語 二 上 、 ひ ろ が る こ と ば 小 学 国 語 二 下 
ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 三 上 、 ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 三 下 
ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 四 上 、 ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 四 下 
ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 五 上 、 ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 五 下 
ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 六 上 、 ひ ろ が る 言 葉 小 学 国 語 六 下 

5 採択理由 

 本教科用図書は、国語科の学習指導要領の目標 

「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表

現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるように

する。 

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国

語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、知識及び技能の確実な習得が求められており、とりわけ管内の児童は「書く」

力に課題が見られることから、「書く」に関する多くの教材を取り上げるとともに、単

元の目標や発問も工夫され、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになって

いる。 

 

 また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、「てびき」で学習の進め方を

示したり、「ここが大事」に汎用性のある学習のポイントを紹介したりするなど、児童

が主体的に学習に取り組めるようになっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 書 写 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1学年 
第 2学年 
第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

書写103 
書写203 
書写303 
書写403 
書写503 
書写603 

しょうがく しょしゃ 一ねん 
小 学  し ょ し ゃ  二 年 
小 学  書 写  三 年 
小 学  書 写  四 年 
小 学  書 写  五 年 
小 学  書 写  六 年 

5 採択理由 

 本教科用図書は、国語科の学習指導要領の目標 

「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表

現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 日常生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるように

する。 

(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。 

(3) 言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国

語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

 文字を書くことに関する関心を高めることができるよう、原稿用紙に各学習や短歌を

つくって書く学習など国語科との関連を図り、児童が主体的に学習に取り組めるように

なっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 社 会 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

社会 303 
社会 403 
社会 503 
社会 603 

小学社会３ 
小学社会４ 
小学社会５ 
小学社会６ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、社会科の学習指導要領の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必

要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴史

や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を

通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題を

把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたこ

とや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を養

うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会

の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民と

しての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを

養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、知識及び技能を確実に習得することができるよう、北海道に関する教材やアイ

ヌ文化、北方領土について多く掲載するとともに、領土問題についても適切に記載され

ているなど、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、巻頭に「社会科学習の進め方」

や「社会科の見方や考え方」を示し、児童が主体的に学習に取り組めるようになってい

る。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 地 図 】 

1 発行者番号・略称 46・帝国 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

地図 302 

 

楽しく学ぶ小学生の地図帳 

３・４・５・６年 

5 採択理由 

 本教科用図書は、社会科の学習指導要領の目標 

社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必

要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 地域や我が国の国土の地理的環境、現代社会の仕組みや働き、地域や我が国の歴

史や伝統と文化を通して社会生活について理解するとともに、様々な資料や調査活動を

通して情報を適切に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考えたり、社会に見られる課題

を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断したりする力、考えたこ

とや選択・判断したことを適切に表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について、よりよい社会を考え主体的に問題解決しようとする態度を

養うとともに、多角的な思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会

の一員としての自覚、我が国の国土と歴史に対する愛情、我が国の将来を担う国民とし

ての自覚、世界の国々の人々と共に生きていくことの大切さについての自覚などを養

う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、各学年の目標は達成できるよう、第３学年の学習スタート時に、「地図帳の使

い方」で方位や地図記号を理解できるようにしたり、３種類の北海道の地図を掲載した

りするなどして、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、ＱＲコードや様々な数値の経

年資料などの分量、質も的確で児童が主体的に学習に取り組めるようになっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 算 数 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1学年 
第 2学年 
第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

算数 106 
算数 206、算数 207 
算数 306、算数 307 
算数 406、算数 407 

算数 506 
算数 606 

しょうがくさんすう１ 
小学算数２上、小学算数２下 
小学算数３上、小学算数３下 
小学算数４上、小学算数４下 

小学算数５ 
小学算数６ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、算数科の学習指導要領の目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

(1) 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、

日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。 

(2) 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的

な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。 

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決し

ようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」のそれぞれの内容

において、児童にとって分かりやすく学習内容を説明するとともに、「算数のミカタ」

で数学的な見方を促したり、典型的な誤答の見られる問題に「考えるヒント」を掲載し

たりするなどして、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、「広がる算数」で児童の興味・

関心を高める探究的な教材を掲載するなど、児童が予習・復習も含めて主体的に学習に

取り組めるように構成されている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 理 科 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

理科 304 
理科 404 
理科 504 
理科 604 

みらいをひらく 小学理科 3 
未来をひらく  小学理科  4 
未来をひらく  小学理科  5 
未来をひらく  小学理科  6 

5 採択理由 

 本教科用図書は、理科の学習指導要領の目標 

自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うこと

などを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 自然の事物・現象についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を

身に付けるようにする。 

(2) 観察、実験などを行い、問題解決の力を養う。 

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、「物質・エレルギー」「生命・地球」のそれぞれの内容において、北海道との関

わりのある内容を多く取り上げ、とりわけ、自然災害については、昭和新山、奥尻島、

有珠山などを掲載するなどして、学ぶことの意義や有用性の実感、理科への関心を高め

る工夫をし、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、導入で既習事項を確認したり、

児童が実験の結果を計画に結論付けることができる実験方法を工夫したりするなど、児

童が主体的に学習に取り組めるようになっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 生活科 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1,2学年 

生活 107 
 
 

生活 108 
 

せいかつ上 
みんな なかよし 
 
せいかつ下 
なかよし ひろがれ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、生活科の学習指導要領の目標 

具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考え方を生かし、自立し生

活を豊かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、

それらの関わり等に気付くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるようにす

る。 

(2) 身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、自分自身や自分の生活につい

て考え、表現することができるようにする。 

(3) 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自信をもって学んだり生活を豊

かにしたりしようとする態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、冬の行事として「さっぽろ雪まつり」などの北海道との関連した行事を掲載し

たり、幼保とのスムーズな接続ができる学習内容で構成するなど、児童が意欲的に学習

に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、各単元の最初のページに育成

すべき資質・能力を吹き出しとイラストで示したり、キャラクターが児童の思考を促す

ヒントを投げかけたりするなど、児童が主体的に学習に取り組めるようになっている。 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 音楽科 】 

1 発行者番号・略称 17・教出 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1学年 
第 2学年 
第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

音楽 101 
音楽 201 
音楽 301 
音楽 401 
音楽 501 
音楽 601 

小学音楽おんがくのおくりもの１ 
小学音楽音楽のおくりもの２ 
小学音楽音楽のおくりもの３ 
小学音楽音楽のおくりもの４ 
小学音楽音楽のおくりもの５ 
小学音楽音楽のおくりもの６ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、音楽科の学習指導要領の目標 

表現及び鑑賞の活動を通して、音楽的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の音

や音楽と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解するとともに、表したい音楽表現を

するために必要な技能を身に付けるようにする。 

(2) 音楽表現を工夫することや、音楽を味わって聴くことができるようにする。 

(3) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感

性を育むとともに、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、歌唱や合奏などの目標が児童にとって分かりやすく示され、かつ、教材数も多

く、ユニバーサルデザインの観点からも見やすく構成されるなど、児童が意欲的に学習

に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、「学びナビ」や「学び合う音

楽コーナー」を掲載するなどして、教師が本時の目標を踏まえて授業を展開できるよう

に構成し、児童が主体的に学習に取り組めるようになっている。 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 図画工作 】 

1 発行者番号・略称 116・日文 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1,2学年 
第 3,4学年 
第 5,6学年 

図工 103，図工 104 
図工 303，図工 304 
図工 503，図工 504 

ずがこうさく１・２上 たのしいなおもしろいな、ずがこうさく１・２下 たのしいなおもしろいな 
図画工作３・４上 ためしたよ見つけたよ、図画工作３・４下 ためしたよ見つけたよ 
図画工作５・６上 見つめて広げて、図画工作５・６下 見つめて広げて 

5 採択理由 

 本教科用図書は、図画工作科の学習指導要領の目標 

表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や

色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解すると

ともに、材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりす

ることができるようにする。 

(2) 造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想や

構想をしたり、作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができるよ

うにする。 

(3) つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようと

する態度を養い、豊かな情操を培う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、児童が感性豊かに学ぶことができるよう、多様な視点の作品例を示しながら児

童が試したくなるテーマを設定したり、造形、絵、立体、工作等の題材もバランスよく

取り上げたりし、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、作品例や鑑賞の視点、児童に

とって分かりやすい具体的な学習のめあてを示すなどして、児童が主体的に学習に取り

組めるようになっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 家庭科 】 

1 発行者番号・略称 9・開隆堂 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 5,6学年 家庭 502 わたしたちの家庭科５・６ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、家庭科の学習指導要領の目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、衣食住などに関する実践的・体験的な活動

を通して、生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。 

(1) 家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的な理解を

図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。 

(2) 日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考え、実践を

評価・改善し、考えたことを表現するなど、課題を解決する力を養う。 

(3) 家庭生活を大切にする心情を育み、家族や地域の人々との関わりを考え、家族の一

員として、生活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、北海道と関連した教材を多く取り上げるとともに、掲載されている写真の質も

よく、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 保 健 】 

1 発行者番号・略称 2・東書 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 3,4学年 

第 5,6学年 

保健 301 

保健 50 

新しいほけん ３・４ 

新しい保健  ５・６ 

5 採択理由 

 本教科用図書は、体育科の学習指導要領の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を見付け、その解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポー

ツライフを実現するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について

理解するとともに、基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 

(2) 運動や健康についての自己の課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとと

もに、他者に伝える力を養う。 

(3) 運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、楽しく明るい生活を

営む態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、各学年の学習内容のテーマを児童に分かりやすく示したり、単元のまとまりや

構成を工夫したりし、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、児童が興味・関心をもって学

習できる資料を豊富に掲載するなど、児童が主体的に学習に取り組めるようになってい

る。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 道 徳 】 

1 発行者番号・略称 38・光村 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 1学年 
第 2学年 
第 3学年 
第 4学年 
第 5学年 
第 6学年 

道徳 105 
道徳 205 
道徳 305 
道徳 405 
道徳 505 
道徳 605 

どうとく １ きみが いちばん ひかるとき 
どうとく ２ きみが いちばん ひかるとき 
どうとく ３ きみが いちばん ひかるとき 
どうとく ４ きみが いちばん ひかるとき 
道徳 ５ きみが いちばん ひかるとき 
道徳 ６ きみが いちばん ひかるとき 

5 採択理由 

 本教科用図書は、特別の教科 道徳科の学習指導要領の目標 

第１章総則の第１の２の(2)に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための

基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物

事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳

的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、問題解決的学習の実現に向けて、重要な発問を示したり、学習過程の提示を工

夫したりして、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになっている。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、前回採択時に比べ、発問や資

料の量などを改善し、児童が安心して話し合い、議論し、主体的に学習に取り組めるよ

うになっている。 

 

さらに、この２年間の各学校での取組の成果を生かしたカリキュラム・マネジメント

の充実を図ることもできる。 

 

 



令和 2年度から使用する小学校教科用図書の採択教科書名及び採択理由等について 

第 6地区教科用図書採択委員会協議会 

種目【 外国語 】 

1 発行者番号・略称 2・東書 

2 使用学年 3 教科書の記号・番号 4 教科書名 

第 5学年 
第 6学年 

英語・501 
英語・502 
英語・601 

NEW HORIZON Elementary English Course 5 
NEW HORIZON Elementary English Course Picture Dictionary 
NEW HORIZON Elementary English Course 6 

5 採択理由 

 本教科用図書は、外国語科の学習指導要領の目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による聞く

こと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、コミュニケーションを図る

基礎となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどについて、日本語と外

国語との違いに気付き、これらの知識を理解するとともに、読むこと、書くことに慣

れ親しみ、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーショ

ンにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄につ

いて、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基

本的な表現を推測しながら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考え

や気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しながら、主体的に外国

語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

に照らし適切なものであり、教科の目標が達成できるようになっている。 

 

特に、異文化に対する興味・関心を高めるため、チャンツや歌、ペアやグループ活動

によるコミュニケーションを図る機会を設けたり、旭山動物園の外国人向けのパンフレ

ットを掲載したりするなど、児童が意欲的に学習に取り組むことができるようになって

いる。 

 

また、児童が主体的・対話的で深い学びができるよう、学習の流れや手順を分かりや

すく構成したり、複式学級にも対応した単元構成にしたりするなど、児童が主体的に学

習に取り組めるようになっている。 

 

 さらに、中学校の英語とスムーズな接続が図れる構成になっている。 

 

 

 


